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ヨーロッパの歴史を日本から見ます 

 

 

 

 

１、はじめに 

 

 日本人ですと、当然日本の歴史に興味が注がれます。しかし日本のその時、

世界はどう動いていたのかも気になります。世界の歴史をいっぺんに語るのは

難儀ですので今回はヨーロッパ（欧州）の歴史を大まかに掴まえてしまいまし

ょう。 

 当然、ヨーロッパと日本は立地条件が違いますし、人種も文化の生い立ちも

違いますので、近世まで全くと言っていいほど交わることがありませんでした。 

 ヨーロッパ（人）を日本人が知ったのは１６世紀なかごろに種子島にポルト

ガル人が漂着してからです。 

 それまで日本人と外国との交流は古代以来ほとんど中国と朝鮮で、文化、文

明の伝来は両国からです。インドは仏教伝来の元との認識があっても交流はあ

りません。 
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 添付図…・現在のヨーロッパの略図 

    

２、全体について 

（１）現況 

   さて本題の欧州です。 

 英語で「EUROP」、“ゆらっぷ”、“ゆーらっぷ”、“ゆあらっぷ”と称しま

す。各国で綴りや読み方は多少違います。漢字では「欧羅巴」、日本では

“ヨーロッパ”と称します。戦国時代にポルトル人が日本にやって来て彼

らの発音がそう聞こえたのでしょう。略して「欧州」と称します。 

   先ず地理です。面積です。約１千万平方キロですが、アジアが４千４百

万平方キロです。アジアとヨーロッパの大陸を一つにしてユウラシア大

陸と言っています。アジアの５分の１位でしょうか。 

ユウラシア大陸の西方にあります。ヨーロッパとアジアの境はロシアの 

モスクワの東方千キロの所に南北にウラル山脈あります。その山脈のさら

に南方（黒海とカスピ海の間）への線の西側がヨーロッパです。（添付略

図を参照ください） 

山に囲まれていますが、平坦な平野部が大きく、河川は多いですが、大  

河川はありません。 
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人口は７．４億人、現在の国は４８か国で、人口の多い順でロシア（１．

４億人）、ドイツ）８千万人）、イギリス（６千万人）、フランス（６千万

人）、イタリア（６千万人）、スペイン（５千万人）と続きます。 

エジプト、イラン、イラクやトルコ等の中東はヨーロッパには入りませ 

ん。 

 因みにアジアの人口は４４億人、中国の人口は１３億人、日本は１．２  

億人。 

 

（２）ヨーロッパ人 

   全体状況はこれぐらいにしてヨーロッパの歴史です。 

   上記の規模でありながら近世・近代・現代にかけてヨーロッパ人が世界

において際立った役割をなしてきたことは認めざるを得ません。 

 ヨーロッパ人は本来は白人（コーカサイド）の居住地です。その多くが  

インドヨーロッパ語族で一部中央アジア系（ハンガリー人）等が混じって

います。 

 

 日本人は、中国人、モンゴル人とともに黄人（モンゴロイド）です。で   

すから元々の人種が違うと言えるのです。 

 とは言え動物学的、人類学的には人間はみな同じで白人、黄人、黒人と分

けることは否定されています。ヒト族・ホモサピエンス種で一属一種です。 

 この下部の分類はしません。 

 ですから俗に言う人種です。 

 

   インドヨーロッパ語族はアーリア人とも言われますが、同じような言葉

を話す人々をひとくくりにしたに過ぎません。 

   それはさて置きこのインドヨーロッパ語族は大きく分けてギリシャ・ロ

ーマ人（ラテン人）、ゲルマン人、スラブ人、ケルト人となりますが、ゲ

ルマン人はさらに５０以上の部族に分かれます。良く知られていますの

がフランス人の元でフランク人、イングランド人のもとのアングロサク

ソン人等々です。 

 

   この分類で民族とか部族とか言い、今日ヨーロッパの諸国は原則民族 

(nation)単位で国(state)を作っています。単一の民族で国を作りたがりま 

す。 

   古代、中世の頃に多くの民族の移動が繰り返されました。部族単位です
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が、当時の一部族は５～６万人位でしょう。古代の終わりごろのゲルマ

ン人の大移動は有名ですね。 

 

３、古代 

  古代のオリエントの文明はメソポタミヤ、エジプト文明が最古となります 

が、その後にギリシャ文明が起こります。 

（１）ギリシャ時代 

   ヨーロッパの歴史の始まりはやはりギリシャでしょう。ギリシャ文明で

有名です。紀元前１０世紀頃スパルタやアテネなどの都市国家として起

こり、地中海を植民地として隆盛しました。ギリシャと言う国はありま

せん。 

   紀元前４世紀のマケドニアのアレクサンドルス大王の東方遠征は有名で

すね。 

   紀元前５世紀にはソクラテスやプラトンなどが出現し、今日まで伝わる

哲学が文明を支えていました。 

   しかしギリシャの都市国家は内紛と、国家間の紛争で各国とも勢力を落

として行きます。 

   この頃日本は縄文時代から弥生時代です。文字文明がありません。日本

の歴史は考古学に頼る時代です。 

 

（２）ローマ時代 

 代わってイタリア半島のローマが台頭してきます。紀元前３世紀にイタ 

リア半島をいわゆるローマ人が統一します。 

   以後北アフリカのカルタゴ、イスパニア、ガリア、エジプトを統治し、

紀元２世紀にはローマ帝国はヨーロッパのほとんどを支配しました。（ラ

イン川以西とドナウ川以南のヨーロッパ、北アフリカ、地中海） 

   カエサル（シーザー・ケーザル）の活躍は有名ですね。元老院で暗殺さ

れます。（紀元前４４年） 

 

ローマ人と何者でしょうか。ギリシャ全盛の頃は、イタリアはギリシャ 

都市国家の支配でした。ギリシャン人がイタリア半島に乗り込み地元のラ

テン人と混合してローマ（帝国）を打ち立てました。 

 

ローマの歴史は日本人にはなじみにくいのですが、塩野七生の「ローマ 

人の物語」全１５巻が出版され好評です。 
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  ローマの強さは軍隊にあります。体は他の民族（敵）に対しさほど大き  

くないのですが、一人一人に兵隊（歩兵）が勇敢で強いのです。 

しかしこのローマ帝国も陰りが出てきます。平和ボケでしょうか兵隊にな

り手が少なくなり、現地採用の兵隊や傭兵に頼るようになります。 

 

コロシアムで拳闘士の戦いは有名です。 

この拳闘士は最初はローマ人同士の戦いでした。しかしローマ人はもう 

危険な拳闘士になりたがりません。奴隷に拳闘をやらせ見るようになりま

した。 

 ローマ帝国もヨーロッパの全土を制圧したわけではありません。ライン 

川以東や黒海の西側は支配権ではありません。 

   ライン川の東側、そこはローマ人にとっては蛮族でしょうが、ゲルマン

人の居住区です。このゲルマン人とローマ帝国は相互に不可侵を協定し

ていました。 

   しかしローマ帝国は軍人不足から彼らを傭兵として雇うようになってい

きます。 

 

そこにローマ支配地外のヨーロッパ周辺の民族間で大移動が始まりまし

た。これが４世紀に始まったゲルマン民族の大移動です。 

   この移動は中央アジアのフン族が黒海の西側まで移動して来たため、そ

の地にいたゲルマン人（ゴート族）がヨーロッパの中央、西、南地方へ

押し出されてためと言われています。更にヨーロッパの東（ライン川以

東）のゲルマン人（フランク族、アングロサクソン族）も押し寄せて来

ます。 

 

 ローマ帝国の衰退は軍隊の弱体化によるものでしょう。 

   もちろんローマ帝国でもゲルマン民族の侵入の対策を練りました。それ

は先ずゲルマンの侵入経路のを防ぐために都をローマから黒海の西南の

コンスタンチノーブルに移しました。（４世紀の終わり） 

ここでヨーロッパの東側を統治しました。東ローマ帝国言い、元のローマ

を西ローマ帝国いいます。やがてイタリア半島はゲルマン民族（東ゴート

族）の勢力が強くなり、５世紀の後半には西ローマ帝国は無くなります。 

   まあ結局都を移した東ローマ帝国がイタリア半島とヨーロッパの西の地 

域を手放さざるを得なかったと云うことです。 

 

   ここまでが西洋史では古代で、これ以降は中世の区分になります。 



6 

 

 

 さてこの時代日本は何をしていたかです。 

   縄文時代、弥生時代、古墳時代ですが、文献資料がほとんどなく歴史は

考古学に頼る時代です。日本の古代史は更に平安時代まで（１２世紀）

までとします。 

   人類学者等の人は、古代、中世、近世、近代の分け方はもともと西洋方

式であり、日本史学会が日本の古代を１２世紀まで引き延ばすことはお

かしいと言っています。 

   まあそういえばそうなのですが、古墳時代までを古代にすると、日本史

の記述は西洋史に比べてすけすけになってしまいます。日本史の古代は

西洋史に比べて文字文化が遅れていて不明なことが多いのです。 

 

   古代のローマ史は実に詳しいです、何年、何月、何日まで分かります。

当時の科学。文化の水準、様子が文字として残っています。 

 

４、中世 

  この後５世紀からヨーロッパは封建時代の中世に入っていきます。 

（１）フランク王国の時代 

   ゲルマン民族がローマ帝国支配のヨーロッパに侵入。と言っても彼らは

軍隊の遠征のよって支配地を広げたのではありません。軍隊を先頭に部

族ごと全部（家族）が移動して占領地に移住するのです。もと住んでい

た土地をすてて移住するのです。 

   これは他の部族に追われて移住せざるを得ないことが普通です。古代末

期の部族移動のもとであると言われているフン族は遊牧民です。ゲルマ

ン民族は畑作農業と放牧の定住民族です。 

   両方とも体はローマ人より大きく、戦いに強いのですが、遊牧民は集団

戦に強いですね。後世においては遊牧民であるモンゴルの軍もそうでし

た。ある人によると、これは羊の群れを野外で飼いならす手法が軍隊の

集団戦のもとになっており、遊牧民の軍隊は強いのだと。 

   

   とにもかくにもゲルマン民族は戦いに強く、ヨーロッパの東は東ローマ

帝国が踏ん張り何とか支配を維持しましたが、イタリアを含む西、北ヨ

ーロッパはゲルマン民族の諸部族は支配してしまいました。 

 

   ヨーロッパは元々の住人はケルト族です。やはり白人でインドヨーロッ

パ語族ですが、ゲルマン民族ではありません。 
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 ゲルマン民族の大移動でローマ帝国の属封でガリア（現 フランス、ドイ

ツを含む西ヨーロッパ）に住むケルト族はゲルマン民族に追いやられ（一

部は交わり）ブリテン島に移ります。現在のアイルランド人の祖先です。 

 

ゲルマン民族と言っても民族全体が一つになって行動するわけではあり

ません。部族ごとに固まって動きます。 

 ５世紀には、イタリア半島は東ゴート族、イベリア半島（現スペイン）  

は東ゴート族、ガリア地方（西ヨーロッパ）はフランク族、ブリテン島（イ

ングランド）はアングロサクソン族が支配しました。 

 

   西ローマ帝国は、５世紀の半ば過ぎに消滅してしまいました。 

 

   次にこの西ヨーロッパを西ローマ帝国に変って統治したのが、フランク

族からなるフランク王国です。 

   フランク王国は南はイベリア半島の北からエルベ川（現ドイツ）の南ま

でと範囲と勢力を伸ばし、イタリアをも勢力下におきました。 

   旧ローマ帝国の西ローマ帝国をほぼフランク王国が引き継いだと言って

良いでしょう。 

   しかしこの王国の王朝は最初はメロビング朝でしたが後継が定まらず、

その中でカロリング朝が立ちます。カロリング王朝はメロビング王朝の

家来でしたので継承に後ろめたさがありました。 

   カロリング朝はローマ教皇と連携して、ローマ教皇領を保全し、その代

わりにカロリング王朝の正統性の承認を得ました。 

 

（２）フランク王国の分裂と神聖ローマ帝国 

   その後カロリング王朝も後継問題がうまく行かず９世紀半ばで西フラン

キアと東フランキアに分裂します、西フランキアが概ね現在のフランス

で、東フランキアがドイツです。 

 

 スカンジナビア半島（現ノルウエー、スエーデン、デンマーク）はノル  

マン族（ゲルマン民族）が８世紀から支配し、一時期ブリテン島（イギリ

ス）も支配していましたが、結局アングロサクソン族（ゲルマン）の支配

になりました。 

 

   フランスは国として一本にまとまりましたが、ドイツ地方は部族（貴族）

が乱立して一つの国が樹立できませんでしたが、カール大帝により神聖
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ローマ帝国が結成されました。（９世紀半ば）ドイツ王国とも言われます

が、現在のドイツ、オーストリア、スイスそれにイタリアをも含む広域

で古代のローマ帝国を継承したと自称し、ローマ教皇にも認証されまし

た。 

 

ヨーロッパはフランス、神聖ローマ帝国、東ローマ帝国、イングランド、

北欧のノルマンの体制が１０世紀から１３世紀に続きますが、１４世紀に

入りオスマントルコ（黒海の南を地盤）がヨーロッパへ侵出し、東ローマ

帝国や神聖ローマ帝国は防戦に苦します。オスマントルコ人はゲルマン民

族ではありませし、インドヨーロッパ語族でもありません。中央アジアか

ら出てきて白人と混ざってトルコ人となりました。それ故オスマントルコ

帝国は多民族で構成されていると言えます 

 

   神聖ローマ帝国内は王、貴族たちが一つにならず、王権が確立できませ

ん。１３世紀の後半に帝国内で七人有力貴族（選帝侯）からハプスブル

グ家が皇帝に選ばれ、以後ハプスブルグ家が代々皇帝を継承していくこ

とになります。 

 

   中世の支配構造は概ねこのようですが、ここで中世の特徴、トピックス

を挙げましょう。 

   ヨーロッパの中世は封建制です。封建制は中国では春秋戦国時代や前漢

時代の初めにありましたが、それ以降は中国は封建制をしきません。全

て皇帝による中央集権国家です。 

   日本は鎌倉時代から室町時代、戦国時代、江戸時代と封建時代です。 

   それでは日本もヨーロッパも中世、近世は同じ政治形態と言って良いの

でしょうか。 

 

（３）ヨーロッパの封建制と日本の封建制の違い 

 ヨーロッパの封建制です。 

  君主はと家臣（貴族）に主従関係を求め、その見返りに君主は家臣（家  

臣）に領地（土地）を与える双務関係と言われています。 

 主従関係は君主が敵と戦う時は家臣は兵士を連れて参戦しなければなり

ません。家臣が与えられた土地は領地、所有地となり、これが封土です。

家臣は封建領主となります。 

   領主には領主保有地と農民保有地を支配します。領主保有地は領主所有

地で領主の直営により領民（農民）が賦役で労働を提供した（週２～３
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日）。農民保有地には貢租をかけ、更に領主は人頭税、結婚税、死亡税を

領民に架けることが出来きました。 

 

 ここで日本の封建制です。 

 源頼朝と御家人の関係が似ていると言われます。 

頼朝と御家人（家臣）の関係は御恩と奉公の関係です。頼朝の家来とな  

って戦い（奉公）本領（自分の領地）を安堵（保証）してもらい、戦功に

よって新領地をもらう（御恩）関係です。 

   この関係はヨーロッパと同じと言う人もいます。 

   でも違うところがあります。 

   ヨーロッパは主従の関係は双務の契約関係であって頼朝と御家人との関

係は契約より君主への忠義の情が強いと言われ、日本はその後徳川時代

まで君主と家来の関係はこれが重要視されて来ました。 

   更に違う所あります。 

   ヨーロッパの領主は農地を自ら所有して、領民を自分の農地で賦役させ

る直営を基本とします。日本では鎌倉時代では一部領主の直営地もあり

ましたが、ほとんどは農民（領民）に田んぼや畑（領地を）を与え、耕

作させ収穫から一定の年貢を徴収する方法でした。室町時代から江戸時

代になり、大名、家臣の直営地は皆無となりました。更に領主（大名、

家臣）は農地だけでなく領地に自分自身の土地所有は一切しません。従

って領主は土地の売り買いは許されません。 

 

   明治になって版籍奉還でお殿様（大名）は藩主を辞めました。お殿様に

は所有の土地、家屋の財産権はありません。家具、調度品だけを持って

お城や江戸屋敷から出て行くことになります。現在の知事が辞めた時知

事は私物だけ持って知事公舎から出ていくのと同じです。 

 

   これは西洋の領主（貴族）と違います、西洋では貴族は土地を私有財産

として所有することが基本です。売り買いは自由です。 

 領民（農民）を直営農場で働かせるのが良いのか、耕作を農民にまかせ  

て収穫から年貢で取るのが良いのかということになります。 

   西洋の領主（貴族）の直営方式は徐々にうまく行きません。農民は一生 

懸命働いて収穫を増やしても何ら得になりません。ただ働きですから、労

働意欲がわきません。 

 貴族は後に農民への賃貸耕作方式（小作）に変えますが、効率が上がり  

ません。ただ私有地ですので売却することは出来ます。貴族の所有地は減
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って行き、中世後期から近世へ勢力が減退していきます。 

 

   日本と西洋は中国と違い封建制度で中世、近世を進みますが、封建制の

内容が領主と領民との間の関係で上記のように違います。 

 更にお王様（日本の大型大名）と家臣の関係、すなわち主従関係が違う  

のです。先に西洋は契約関係（主従関係と土地の授与の双務契約）に対す

る日本主従関係の忠節の差を挙げました。日本でもドライに割り切った人

もあります。 

 

 更に王様と貴族（家臣）の主従関係で重要な点で日本の将軍・大名と家  

臣の関係で異なることがあるのです。 

  それはヨーロッパの王様は自分の武力だけで王様になったわけではないの

です。王様は貴族たちに選ばてその座につけたのです。一般的に神聖ロー

マ帝国のハウスブルグ家が貴族たちに選ばれて王家になったことは有名で

すが、ヨーロッパの王家はフランク（フランス）に限らずほとんどの王家

は貴族たちに選ばれて王になったのです。 

  この選ぶ機関を議会と言います。ヨーロッパの部族は多くに分かれ、部族

間の侵入で絶え間なく紛争が続きます。これを防戦するためには同一地域

の部族間で連合して戦う必要が出てきます。この連合でのリーダーとして

関係貴族から王を選んで他部族と戦ったのです。 

  一度王に選ばれますと戦いでは全権持ちますが、平時でも全権を持ちます。

政治力が増強されます。王家（王朝）として子孫が王を継承します。貴族

たちも他部族と戦う時に王家の権威を高め、コア（核）の強さが誇れます。 

  しかし、貴族たちは王家があまりに強くなり、専制の方向になりますとブ

レーキをかけます。これが貴族たちで構成される議会でもあるのです。 

 

  ヨーロッパの中世、近世は王家と議会と力関係で王家の権力の強さが変化

します。 

  ヨーロッパではギリシャ、ローマ時代から市民が参政権を持つ議会があり、

共和制（アテネ、スパルタ、初期のローマ）があり、中世になって封建制

で王制になっても上述の通り、議会があります。 

  中世の議会は定例開催ではありません。必要に応じて開催されます。新た  

  に王が新税や増税をしようとすると議会で反対してこれを認めません。 

  この議会は時代が近世、近代に進むにつれ貴族とともに有力市民も議会の

構成員になります。 
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 王の専制を抑制します。そしてフランスでは王ルイ１６世が議会の決定で 

処刑されます。この後ヨーロッパの時代は国民国家となり国民主権の政権と

なり現在に至りますが、引き続き政権の対抗・抑制機関が議会です。 

 

  日本では明治ならないと議会は出来ません。 

  日本の中世の武士の時代、封建時代に政権を取った平清盛、源頼朝、北条、 

足利尊氏、織田信長、豊臣秀吉、徳川家康も大名達に選ばれて政権を取っ  

たのではありません。自力の武力でもしくは大名達を味方につけて政権をと

ったのです。ですから日本には明治になるまで議会はありませんでした。 

 同じような封建制でもここが日本とヨーロッパとが違います。 

 

（４）キリスト教の世界 

  古代ローマ帝国は１～３世紀はキリスト教信者を迫害しましたが、４世紀

に入りキリスト教を公認し、４世紀末には国教にします。皇帝から貴族か

らローマの市民までみんなキリスト教信者になってしまいます。 

  迫害からのキリスト教への転教は何なんでしょう。 

  ここを明確に説明してくれる歴史書はめったにお目にかかれません。そこ

で筆者がかってに述べましょう。 

  一つはキリスト教の教えにあります。悩める人の魂の救い、死後に神のみ

もと（天国）で幸せに暮らせる保障をしてくれることです。ローマの神々

は祈れば戦いに勝てたり、多くの収穫を得られたりしますが、これがあり

ません。 

  キリスト教の教えは庶民から貴族まで共通して受け入られます。ローマで

の布教は最初は庶民からだったでしょう。しかし貴族やインテリ―も心の

悩みはあります。男の時代であった当時、貴族の女性にも受け入れらまし

た。妻の信仰は旦那の貴族に関心を持たれます。 

  当時ローマは繁栄しており、貴族は外面は裕福です。しかし心の悩みはあ

ったでしょう。いつの時代も同じです。更に現世が裕福であればあるほど

死後の世界が気になります。これに答えてくれるのがキリスト教です。 

 

 日本でも平安時代に貴族の間で浄土宗がはやりました。死後阿弥陀浄土（極

楽）に行けるとの宗旨だからです。関白藤原頼通は宇治に平等院を造って阿

弥陀浄土を夢見ました。日本でも栄華にある貴族は死後の平安を祈るが一番

大事になります。 

  もちろん一般庶民も同じでしょう。下層民は逆にこの世で報われない生活   

 を死んでからのやすらぎ、天国に行けることを目指して信仰を深めます。 



12 

 

 

貴族たちがキリスト教を信仰します。そして布教に熱心になります。 

キリスト教はローマ皇帝を地上の最高の権力者としての地位を認めます。 

ローマ皇帝はもはやキリスト教を容認した方が治世の上で有利と考えた結

果でしょう。 

  キリスト教を帝国内に積極的に布教して、神に認証された地上の最高権力

者である皇帝の地位を確固たるものにして行くこにしました。 

  さらにキリスト教の教えの中には道徳、倫理があり、治世に充分役にたち

ます。 

  これがローマ皇帝がキリスト教を受け入れ、さらに国教にした理由です。 

 一つの宗教を広めるには、教えの内容も大事ですが、最高の権力者、為政  

者、インテリ―が信者となって布教することが一番です。 

  もうこれは一般庶民への強制です。庶民は生きていくために改宗せざるを

得ません。 

 

  日本でも仏教の布教は天皇家が先頭に立ってしました。現在も日本人のほ

とんどが仏教徒です。 

  日本っで一番信徒が多いと言われる浄土真宗（一向宗）の布教は村村の名

主・庄屋を信徒にします。そうすると村人たちは浄土真宗に改宗していき

ました。布教には村の最も影響力のある人への対策が一番です。尚浄土真

宗は皇室とも関係を持ち布教に成功しました。 

 

  中世、ゲルマンの王たちもローマ皇帝と同じくキリスト教の信者になり、

領民をキリスト教に改宗させていきました。 

  しかしそうは言っても全ヨーロッパの庶民に広めるは簡単ではありません。

硬軟両方法で行われました。最初は軟の方法からです。ゲルマンの諸部族

は土地の神々を信仰しています。お上からのお達しとは言え、その神を全

面的に捨てきれません。神父たちは妥協しました。地元の神々はキリスト

教の聖人（殉教者）と同じとして聖人を崇めさせました。地元の女神は聖

母マリアと同じとしてマリアを信仰させました。又地元の「冬至祭り」と

キリストの降誕祭とあわせてクリスマスとしました。 

  キリスト教が庶民の地元神と妥協したのです。 

 

 後世１６世紀の宗教改革でプロテスタントから聖人やマリア信仰を非難さ

れましたが、カソリックでは今日までキリストと共にマリア、聖人を信仰の

対象とします。 
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  さて硬の政策は火あぶりの刑です。中世キリスト教が定着した所でローマ

カソリックに異を唱える者は厳重に処罰されました。 

  キリスト教のヨーロッパ布教の成功は教えの中味と共に、王、領主、為政

者の強制力と地元神と融合によるところが大きいのです。 

 

  まあ日本でも仏教布教のために時の為政者は神仏習合を行いました。 

 

  次にローマカソリックの教皇と王たちの関係です。ローマ教会はローマ帝

国の保護によってできましたが、帝国は首都をコンスタンチノーブルに移

しましたので、後は西ローマ帝国によって運営されていきますが、西ロー

マ帝国が消滅した後は保護者不在の不安定な時となります。新興のフラン

ク王国と手を結び、カロリング朝をフランク王に公認した見返りに、ロー

マ教会は保護を得ました。（領土保全） 

  この後神聖ローマ帝国をローマ帝国の後継と承認して、ローマ教皇のキリ

スト教の地位を皇帝や王と対等、もしくはしのぐ権力を保持するようにな

りました。 

  ローマ教会領を各地に持ち、王領に宗教税を徴収し、教会の司教、司祭の

任免権も保持し、地上の権力者として王と並ぶ位置になってきます。王の

叙任権にも立ち入るようになります。 

 西ヨーロッパは皇帝・王とローマ教皇が並ぶ権力者となります。両者は権 

 力闘争を行うこともあります。 

  このことは、１６世紀の宗教改革につながる大騒動に発展していきます。 

 

  一方東ローマ帝国は最初から皇帝が教会（ギリシャ正教）をしきる位置に

いましたので皇帝と教会がもめることはありません。 

 

  中世の宗教上の特記事項は十字軍の遠征でしょう。 

 １１世紀の終わりから１３世紀まで７回にわたってヨーロッパ連合軍が 

東方に送り込んだ目的はイスラム勢力からの聖地エルサレムの奪回と、 

ローマ教皇が東方教会を統合しようとしたことですが、オスマントルコの勢 

力の台頭で結局は失敗に終わりました。 

 

（５）自治都市 

  中世には自治都市が結成されました。 

  王宮、修道院、城塞の近隣や交通の要所には市場ができます。そして商人
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が定住します。 

  この商人の利益を吸い上げるために王は税をかけます。商人は税の納入の

引換に王と取引して徐々に自治権を拡大します。さらに都市同士で同盟を

結び治外法権的、もしくは軍隊を持つ国のような存在となります。 

  イタリアのベネチア、ジェノバ、フィレンツｴが有名ですね。 

  中世の西ヨーロッパの貿易は、これらの都市の商人がインドの品（香辛料

等）をオスマントルコ商人やイスラム商人から仕入れて地中海を経由して

運びこみます。これをフランスやドイツ地方の内陸部の国に売ります。大

変な利益で諸都市は繁栄します。 

フランス、ドイツ等の神聖ローマ帝国も直接オスマントルコから買う方法も

ありますが、当時紛争状態が続いており、貿易は簡単ではありませんでした。 

 

 日本では戦国時代の堺がありましたが続きませんでした。織田信長以降の 

政権下に完全に掌握されてしまいます。 

 

（６）ルネサンスの科学技術 

  ヨーロッパの中世はキリスト教による文化、文明の時代で停滞期と言われ

ますが、１２世紀に入りイスラム、ビザンツからギリシャ哲学、自然科学

が入って来ます。 

 これは十字軍の遠征でこの地でヨーロッパの人々が影響を受けたと言われ

ています。 

 ヨーロッパのゲルマン民族のインテリ―はローマからギリシャ文明を受け 

継がなったのです。 

  当時のキリストの文化・文明は教会が公認した教義しか認めません。いわ

ゆる教条でありました。 

  そこにギリシャやイスラムの哲学、文芸、自然科学を知りました。ここで

ヨーロッパ人は目覚めました。これがルネッサンス（再生）です。 

 

  ここで大事なのは文芸の復興もさることながら、ヨーロッパ人が科学を受

け入れ、それを改革して活用したことです。 

  先ず三大発明と言われる羅針盤、火薬（火砲）、印刷です。これ等ヨーロッ

パ人の発明ではありません。中国やイスラム国が元ですが、しかしこれら

を改良して、性能を大幅にアップさせました。 

 

  更に大型の船はそれまで手漕ぎでしたが、帆船に切り替えました。帆船は

それまで順風では使えますが、逆風では使えませんでした。それが三角帆
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の発明で逆風でも風に向って走れるようになったのです。ヨットを操船さ

れる方は良くお分かりですね。逆風をじぐざぐに前に進むのです。 

  又、船の建造（構造）でキール（竜骨）工法が発明されたことです。船底

の中央部に基本になる木を一本通してそこから船体を立ち上げる工法です。

これは船体の強度を高める上で、画期的な発明でした。この工法は今日の

超大型船の VLCC から小型のモーターボートまで同じ工法で作られていま

す。 

 

  これらはイタリアの都市国家（ベネチア、ジェノバ、フレンツｴ）で出来ま

した。当時イタリア諸都市は地中海貿易（インドとの交易を東方のイスラ

ム国を通して行う）を制していました。地中海を安全に航海するうえで羅

針盤の改良、逆風で進むことが出来る帆船、強度の高い舟は画期的な発明

でした。 

 

  １６世紀の末にスペインが大西洋に進出（アフリカ、アメリカ）に進出出

来たのも帆船と船体構造の強度アップと羅針盤があったからです。 

  １８世紀の産業革命もここからの進歩です。ヨーロッパの科学が今日まで

世界をリードしている元はこのルネサンスで科学を飛躍的に発展させたこ

とにあります。 

 

  これらの科学技術は日本は戦国期（１６世紀中頃）にキリスト教とともに

伝わりました。 

  鉄砲は自力で性能の良いものを作れるようになりました・ 

  しかし徳川幕府は、鉄砲製造の規制、西洋式帆船建造の禁止（一枚帆で逆

風に向かって航海出来ない、いわゆる和船のみ）、そして鎖国で進歩する西

洋の科学技術を受け入れず、幕末を迎えました。 

 

５、近世 

  西洋史はこれまで古代（OLD PERIOD）、中世（MIDDLE 

PERIOD）、近代（MODERN PERIOD）の三区分でしたが、最近日本史

のように中世と近代の間に近世（EARLY MODERN PERIOD 入れる学

者出がでてきました。 

  ここでも近世を入れましょう。近世は１５世紀終わりの大航海時代の始ま

りから１８世紀末のフランス革命までの約３００年間とするのが一般的の

ようです。 

 



16 

 

 日本の近世は１６世紀中頃の織田信長政権以降１９世紀中頃までの徳川時

代の終末までとしています。 

  中世後期から近世初期にかけてのヨーロッパの主要国は、西ヨーロッパに

フランスと神聖ローマ帝国（ドイツ、オーストリア、スイス、イタリア地

域）、東ヨーロッパにオスマントルコ（１５世紀の半ばには東ローマ帝国滅

亡）そして周辺の準主要国としてはイギリス、スペイン、スエーデンとな

ります。 

  国と言っても１９世以降の国民が参政権を持つ国民国家ではありません。

国王と貴族による統治体制です。王朝国家ともいえます。 

 

（１）１６世紀のヨーロッパ 

  １６世紀は神聖ローマ帝国では皇帝のハプスブルグ家が権力を握ります。

ハプスブルグ家はスペインとも婚姻関係を結びます。 

  西ヨーロッパの大陸では二大強国フランス対神聖ローマ帝国＆スペインの

対立となります。両王家は支配地の確保、拡大のために戦争を繰り返しま

す。 

  その中で海運国として１６世紀にはスペイン、イギリス、オランダが台頭

してきます。海運大国スペインを１５８８年、イギリスが海戦で勝利し（ス

ペイン無敵艦隊の敗退）、海運強国となります。 

 

（２）１７世紀のヨーロパ 

 一方、ヨーロッパの国々では国王と貴族は権力争いをします。多くの貴族は

領地運営がうまく行かず国王の権力が強くなります。１７世紀にはフランス

はルイ１４世が貴族を圧倒し、絶対王政をしきます。 

 

  イギリスでも絶対王政をしいていましたが、議会（貴族）との対立、抗争

を経て、１７世紀の終わりごろ、立憲王政の体制を打ちだし、政治体制が

落ち着きます。いわゆる王は君臨すれど統治せずの体制です。貴族と有力

市民による議会政治と言えます。 

  １５世紀の終わりにアメリカを発見した海運国スペインは、アメリカ大陸

で大儲けし（銀の算出）強大になりましただが、１７世紀後半には国力が

衰えました。 

  １７世紀終わりごろ後進国とみなされていたロシアが台頭してきます。バ

ルト海に向って、又南のオスマントルコに攻勢をかけてきます。 

 

（３）１８世紀のヨーロッパ 
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  １８世紀に入り神聖ローマ帝国は分裂し始めます。ドイツ地区のプロイセ

ンが王国を設立します。スイスも帝国から離れて独立します。神聖ローマ

帝国はハプスブルグ家のオーストリア帝国となっていきます。 

  

  １８世紀は西ヨーロッパは海運強国イギリス、欧州大陸ではフランスの二

大強国それに次いで新興国ロシア、スペイン、プロシャ（ドイツ）が勢力

を持ちます。 

  その中でイギリスの植民地の北アメリカが 1783 年フランスの支援を得て

独立を勝ち取ります。しかしイギリスの海運国としての優位は動きません。 

 17 世紀から 18 世紀にかけてイギリス以外のどの国も王が議会（僧侶、貴 

族、有力市民）を圧倒する権力を持ちます。封建制ではありますが、絶対王

政の時代です。 

  

  さて近世のトピックスは大航海時代の始まり、宗教改革、産業革命、フラ

ンス革命ということになりますが、産業革命もフランス革命も１８世紀に

始まりますが、１９世紀の近代にまたがる事象です。 

 

（４）大航海時代 

  １５世紀はイタリアの都市国家のベネチア、ジェノバ、フレンテェが地中

海航路をもってトルコ等イスラム諸国を介してインド・中国との交易をな

し、これ等の都市国家はヨーロッパ内陸に国々に更に商品（香辛料、絹織

物）を転売して巨利を得ていました、 

 ルネッサンスによる羅針盤の改革による航海技術の向上、船舶の強度の向 

上、帆船航法による安定的運航は彼らの海運国としての地位をさらに不動 

のものしていました。 

 

  この頃イベリア半島のポルトガルとスペインンは地中海交易での商権がな

い中で、何とかインドとの交易を考え、ポルトガルがアフリカの西海岸か

ら東海岸を迂回してインドへの到達を目論みました。 

  １４８８年にアフリカ南端喜望峰にたどり着き、更にバスコ・ダ・ガマが

喜望峰を迂回してインド西海岸のカリカットに着きました。大航海時代の

始まりです。 

 

  その後ポルトガルはイスラムとの海戦で勝利し、制海権を奪い、インド（ゴ

ア）と東南アジア（マラッカ・広州・マカオ）に拠点を作り、この地との

交易の優先権を確保しました。 
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  １５４３年にはポルトガル人が種子島に漂着し、以後日本はポルトガル人 

と平戸、長崎で１７世紀初めまで交易を行いました。 

 

 同じイベリア半島のスペインもインドとの直接交易を考えていましたが、 

ポルトガルに先にアフリカ南端の迂回航路開拓されてしました。 

  そこへイタリアのジェノバ出身のコロンブスがスペインのイサベル女王に

大西洋を西に航海すればインドにたどり着くはずだとし、女王に出資をあ

おぎ、１４９２年にバハマ諸島の一つサンサバドルに到着、その後も何度

かカリプ海に赴いたが、彼は死ぬまでそこがインドだと思っていました。 

 

  その後アメリゴ・ベスビッチによってインドでなく別の大陸であることが

分かりました。この大陸の名を彼の名を取って、アメリカと名付けられま

した。 

 

  そこで更にスペインはアメリカの先にあるインドへの航海をマゼランに命

じます。 

マゼランは南アメリカ南端のマゼラン海峡を通って太平洋に出てフィリッ

ピンに出てアフリカを回って３年かけて１５２２年に帰港しました。最初の

世界周航でした。マゼランは途中戦死しますが部下によって航海は続けられ

ました。 

  これで地球が球体であることが証明されました。 

  スペインとポルトガルは世界の分割を勝手に決めます。スペインはアメリ

カ大陸（ただしブラジルはポルトガル）、アフリカから東南アジアはポルト

ガルとしました。 

 

  スペインのアメリカ侵略には凄まじいものがあります。１６世紀に入り、

メキシコとインカ帝国（ペルー・ボリビア）を少数の軍隊で一挙に滅ぼし

ました。 

  通説では、「先住民は火砲や馬を知らなかったことによるもの」と言われて

います。 

  これでだけでは説明がつかないとの意見があります。 

  通説ではありませんが以下をご紹介します。 

「先住民の二国とも王家でお家騒動があり、二派に分かれて紛争をしていた

ところに、片方がスペイン軍に力を借り、そのおかげで勝利することが出来

た。しかしスペイン軍は過大なる見返りと内政に立ち入り、続いて王家を滅
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ぼし、国を乗っ取ってしまった。」 

 

それに現在のペルー人やアルゼンチン人の顔立ちに先住民（モンゴロイド）

の面影がまったくうかがえなく白人の顔立ちとの指摘があります。 

  これについては通説では、「スペイン人あるいはヨーロパ人がある種の細菌、

ウイリスをも持ち込んだため、抵抗力がまったくなかった先住民は全滅的

な被害をこうむり人口減となった。その後のスペイン人と先住民との混血

が進んだが白人の顔立ちとなった。」 

  これに対し通説ではありませんが、「スペイン人の先住民の大量殺戮説」を 

あげる人もいます。 

  

 豊臣秀吉がポルトガル宣教師を追放したのはアメリカでのスペインの乗っ

取りのことを聞いた事からだとも言われています。宣教師が先兵となって王

家や国民に近づいて後は軍隊が乗り込む。 

 又時代は下っての話です。「幕末１５代将軍の慶喜が京で敗れ江戸に戻って 

来たところで、幕府と仲の良かったフランスが援護を申し出てきたが、これ

をことわった。」 

  慶喜は幕府がフランスを頼めば、薩摩は仲の良いイギリスに援護を依頼す

る。 

どちらが勝ってもその後フランスかイギリスに日本国の主導権をとられ下

手をすると植民地になってしまう。慶喜は、スペインのアメリカ奪取以来の

白人の手法を知っていたのです。 

 

  とにもかくにもスペインはアメリカ産出の銀を自分の物にして、ヨーロッ

パでのスペインの繁栄を享受します。 

 

 これをじっと見ているイギリス、フランスやオランダではありません。 

  世界を二つに分けてポルトガルとスペインの領有権など認めません。浸食、

奪取します。 

  １６世紀の後半よりスイギリスはペインがアメリカから運ぶ船を襲う海賊

行為を続けます。 

  １５８８年にはついにスペインとイギリスは艦隊同士の大型海戦となり、

イギリスは当時無敵艦隊と言われたスペイン艦隊を破ります。ここから世

界の海はスペイン、ポルトガルからイギリス、フランス、オランダの勢力

が強くなって行きます。 

  イギリスは北アメリカに植民地を形成し、１７世紀には１３の植民地が 
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作られました。 

 

  オランダは１７世紀、東インド会社を設立してインド、マラッカ、ジャワ 

  に進出し、ポルトガルやイギリスとの競争に打ち勝って行きます。 

 

  この頃日本ではポルトガルやスペインのキリスト教宣教師を追放すると共

に、鎖国政策を取りますが、唯一の交易国としてオランダが選ばれます。

これはオランダがプロテスタントであったと説明されますが、上記のよう

に当時インド、東南アジアの交易の勢力はオランダが圧倒していたことも

あったでしょう。 

 

  出遅れたフランスはインドに東インド会社を設立しますが、オランダの勢

力にはかないません。北アメリカにも進出しますが、イギリスの勢力には

かないません。 

  大航海時代と言われるのは１７世紀の中頃までです。 

 この後１８世紀には北アメリカがイギリスから独立はありますが、産業革 

命を経て１９世紀はイギリスが第一等の海運国、産業・商業国として最大勢

力となります。 

   

（５）宗教改革。 

  １６世紀の初めにローマ教皇庁への不満からドイツの M・ルターやフラン

ス生まれでスイスで活躍するカルバンなどの神学者たちによってキリスト

教の宗教改革の運動が起こりました。この運動はスイスやオランダそして

北ヨーロッパで広がりました。 

  イギリスでも宗教改革は起こりますが、信仰方法や内容によるものより、

ローマの教皇よりの宗教的な独立だけが目的です。 

  神学者たちの主な主張は次の通りです。 

 

 ○教皇ではなく神を宗教の中心に据えるべきである 

   神の権威より教皇の権威が重んじられることへの批判。 

  ○聖書中心主義 

   聖書を信者に読ませないで、神父が説教することへの批判。 

   ラテン語の聖書をドイツ語、フランス語、英語で翻訳して印刷物として

出版。 

  ○偶像崇拝（聖像）を認めない 

   聖人像や聖母像マリアをかざって拝むことへの批判。 



21 

 

  ○免罪符の販売 

   免罪符を金で買った信者が教会によって罪が許されることへの批判。 

   罪は神によってしか許されない。 

 

 ルター等は神聖ローマ帝国のハプスブルグ家のカール五世（皇帝）より弾圧

されますが、ドイツの貴族たちより支援を得ます。 

  貴族たちは上記のルターの主張に賛同する以前から、中世以来ローマ教皇

庁に対し大いなる不満を抱えて来ました。みしろその方が大きかったので

す。 

  それは教皇領、教会領の増大、教会税による搾取、司祭等聖職者の任命権

を教皇が独占等です。 

 

  この貴族の支援でハプスブルグ家は徹底的な弾圧は出来ません。中世なら

ルターは火あぶりの刑でしょう。 

  こうしている中で宗教改革はスイス、オーストリア、オランダ、スエーデ

ン等の北欧に広まって行きます。 

 

  ルター等の宗教改革派をプロテスタント（新教）と言い、ローマ教皇派（ロ

ーマカトリック教会）をカトリックと言いました。現在でもそう言います。 

 

 一方ローマカトリック教会派もプロテスタントの布教活動に対し対抗運動

（改革）を起こします。イエズス会のロヨラやフランシスコ・ザビエル達で

す。 

  カトリック教会派はラテンアメリカやアジアでの布教に力を入れます。そ

うですフランシスコ・ザビエルが日本に初めてキリスト教を持ちこんだの

はこの時期です。（16 世紀の半ば） 

 

  そして 16 世紀に始まりました宗教改革の嵐は、17 世紀にも流れこんで行

き、ヨーロッパ各国内でプロテスタント（新教）かカトリック（旧教）で

紛争となり、ついには国際的な政治紛争となります。 

  主な国の両派の紛争を見て見ます。 

 

  先ずフランスです。 

  プロテスタントのカルビン派がカトリックに対抗しました。16 世紀の末に

プロテスタントにも信教の自由が認められましたが、フランスは基本的に

はカトリックが主体です、 
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 スペインは、一貫してカトリックの地盤です。カトリックを改革して興隆 

を図ります。ラテンアメリカやアジアへの布教に力を入れます。 

 

  イギリスは、16 世紀の半ばにヘンリー8 世が王妃との離婚問題でローマ教

皇庁と手を切り、英国国教体制とします。 

  その後イギリスは政治体制が大きく揺れ動き、絶対王政から共和制そして

17 世紀中頃王政復古となり、議会制に基づく立憲王政となります。これで

イギリス王家は「君臨すれど統治せず」の政治体制となり、今日まで続い

ています。 

  この間イギリスはカトリックに戻ることもあるのですが最終的にはローマ

教皇庁と手をきります。 

  イギリスにもカルビン派のピューリタン（清教徒）が力を持った時もあり

ましたが、結局英国国教会が仕切ることになります。今日まで同じです。

但しアイルランドはカトリックの地盤が今日まで続いています。 

 

  オランダはスペインや神聖ローマ帝国から当時独立していませんでしたが、

貴族の支援のもと、プロテスタントに改宗、デンマーク、スエーデン、ノ

ルウエーもプロテスタントに改宗しました。 

 

 それでは宗教改革の本元の神聖ローマ帝国内です。 

皇帝のハプスブルグ家はカトリックですが、帝国内のドイツ、オーストリ 

ア、スイスは多くの人々がプロテスタントに改宗していき、両派の紛争が続

きます。 

この紛争にカトリック派のハプスブルグ家にフランス、スペインが味方し、

プロテスタント派にはデンマーク、スエーデンが味方し国際戦争になりまし

た。 

これが30年戦争といわれ、17世紀の中頃に終結をみましたが、ドイツの 領

邦（貴族が領主）は主権が認められ国家の地を得ます。そして神聖ローマ帝

国内でカトリックとともに、プロテスタント（ルター派、カルバン派）が公

認宗派として認められました。神聖ローマ帝国（ハプスブルグ家）は勢力を

縮小し、ハプスブルグ家の実行支配はオーストリアに限られるようになりま

す。 

 

 その後 18 世紀、ドイツはプロシャが中心となり、スイスも一国を建国しま 

 す 
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  キリスト教はこの時期の勢力が今日まで続いています。 

  カトリックの勢力が強い国は、フランス、スペイン、プロテスタントが強

い国はドイツ、スイス、オランダ、デンマーク、スエーデン、ノルウエー、

アメリカそれに英国国教会のイギリスです。東ローマ帝国系のギリシャ正

教はギリシャで、ロシア正教はロシアを基盤とします。 

  

（６）産業革命 

  次に産業革命について語りましょう。 

 産業革命がいつから始まったかはっきり言うことは出来ません。それがイギ

リスから始まったことは確かで、時期は 18 席世紀の後半でしょう。 

  15 世紀のルネッサンスでの科学技術の発展は、その後のヨーロッパの飛躍

的な発展に貢献しました。特に大洋航海に役立つ、羅針盤の改良、帆の改

良による帆船の建造、竜骨船による強度の高い船舶の建造です。 

これを活用してポルトガルがインド航路の開拓、スペインがアメリカの発見

です。 

  そして遅れて進出したイギリスが両国にとって代わって１７世紀ごろより

世界の海運大国にのし上がり、18 世紀の末頃には世界最大の海運商業帝国

でありました。 

  そして北米やインドに進出します。そのころヨーロッパは毛織物が主要な

工業でした。しかしインドより綿製品が 17～18 世紀に贅沢な輸入品として

入って来ました。 

  毛織物生産に限度がある中で綿製品の需要は伸びます。イギリスは 18 世紀

に西インド諸島より安い原綿を輸入して紡績業や綿織物業を積極的に行い

ます。 

  18 世紀の初めよりイギリスは紡績機や力織機を発明し、手工業より機械工

業に移ります。 

  ここをもって産業革命の開始と言いたいところですが、やはり教科書通り  

にしましょう。 

 

  それはジェームス・ワットの蒸気機関の改良、即ち蒸気機関の往復運動を

回転運動に転換する技術を発明したことです。 

  この技術を紡績機や力織機に取り付け、生産を革新的に向上させました。 

  更にこの技術は蒸気機関車や蒸気船に持ちいれられます。又イギリスでは

石炭よりコークスを作り、鉄鋼生産の熔鋼材として使い飛躍的な生産の向

上を果たした。 
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この技術はヨーロッパ諸国に普及し、ヨーロッパが世界をリードする 19 世

紀を迎えます。 

  そしてイギリスはライバルフランスをおさえ、世界第一の経済大国の地位

は第一次大戦（1918 年終結）まで続きます。それ以後はアメリカ合衆国が

世界のリーダーになります。 

 

  19 世紀に入りましてもヨーロッパでの科学技術の革新は続きます。大国中 

 国は火薬や印刷術の発明国と言われていますが、近世では科学技術の進歩 

がありません。ヨーロッパからの技術導入も遅れます。 

 

  日本も 19 世紀の中頃にヨーロッパ諸国の科学技術の高さを知り、又アメリ

カのぺりーの来航で目覚め、幕府や一部の藩では洋書から学び溶鉱炉や洋

式鉄砲を作りましたが、実用化とはなりません。 

  幕末、明治初期における日本のヨーロッパとの科学技術の差は 100 年はあ

りました。 

 

 以下余談ですが、日本の工業技術の水準です。 

  日露戦争は日本はロシアに勝ちましたが、旗艦三笠だけでなく艦船のほと

んどは英国製です。日本製の艦は補助艦だけです。 

  日露戦争は１９０４年（明治３７年）ですからこの時になってもヨーロッ

パに太刀打ちできる科学技術はありませんでした。 

 

  日本が自前でヨーロッパと太刀打ちできるようになったのはそうやく太平

洋戦争前です。自前の技術で戦艦大和、武蔵、ゼロ戦を作りました。 

  ただ、日本では機械を作る機械である工作機械は作れませんでした。 

最先端技術を駆使して作る工作機械（精密機械）は、機械の部品を作るた  

めに必ず必要な機械です。正確な部品がないと戦艦も航空機も作れません。 

日本では未だ最先端の工作機械を作れませんでした。 

  日本はアメリカから工作機械を輸入していました。太平洋戦争前、アメリ

カは工作機械の輸出を止めました。 

  日本は石油の禁輸より工作機械の禁輸の方が打撃が大きかったと言われて

います。 

   

（７）フランス革命  

  フランス革命はフランス内での革命だけでなく、この革命により、ヨーロ

ッパ全体が王政（封建制）から主権在民、国民国家へ変革することになる
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画期的な歴史的な事件と言えます。 

 

 現在、共産主義国家を除いて世界のほぼすべての国が主権在民です。成人 

は男女とも参政権を持ちます。この考え方はフランス革命に基づくものと言

って過言ではありません。 

  このフランス革命は１７８９年から始まるのですが、１７９９年にナポレ

オンが政権を樹立するまでとなりますが、ナポレオンが政権を樹立した後

も政治的な混乱は続きます。ナポレオン政権は１８１５年にナポレオンが

流刑となって終わります。 

 

  ナポレオンの後も、又復古王朝制となり、更に１８４８年に革命が起こり、 

共和制（政権を国民が選ぶ制度）、そして１８５２年に又帝政、１８７０年

に共和制に戻り今日に至 ると言えます。 

 

  １８世紀の後半より約１００年間フランスの政体は王政と共和制は何度も

入れ替わり、ついに共和制にたどり着いたのです。 

 その間フランスは、内では殺し合いの革命と対外戦争を同時に行いました。 

 革命は何のために行われたか、それは市民、国民の参政権（普通選挙権）  

獲得だったでしょうが、これに合わせて対外戦争に強い政権でないと共和制

政権はつぶされ、王政が戦争に強ければ王政が復活します。しかフランスは

戦争に勝つには王家が自分のために雇用する兵より、兵自身が国民意識を持

って国のために戦う意思がある兵が強いことを認識します。これにより最後

には王制が廃止され、国民国家である共和制となりました。 

  この国民国家（主権在民）の思想はヨーロパ全体にひろまり、王制をしく

国も王権は抑制され主権在民の思想が主流となります。 

 

  余談です。 

  日本は１８７１年(明治４年)岩倉具視等が欧米に派遣されましたが、この使 

  節の目的に今後の日本の政治体制をどうするかを欧米の制度に学ぶことに

もあったのです。 

 その時、フランスは１８７０年に共和制（王なし）になっていました。ア  

メリカは徹底した共和制の合衆国、イギリスは王にまったく権限がない王制

でした。 

  帰って来て、話し合いました。 

  アメリカは国の成り立ちが違い全く参考にならない。フランスも幕末とは

違い、王がいない共和制になっている。イギリスは王はいるが全く権限が
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国民に移っている。 

  さてそこでもう一国プロシャ（ドイツ）です。プロシャは当時新興国と言

えるのですが、未だ絶対王制を布いていました。（第一次大戦敗戦まで続く） 

  ドイツもそうですが、ロシアも絶対王制でした。ヨーロッパにも絶対王制

の国はあるとしてこれを取り入れることにしました。 

  将軍という核がなくなった（潰した）中で、国民意識がない日本人一般が

選んだ大統領や首相では日本の核とは成り得ない。 

  そこでドイツ方式の王制を取り入れ、天皇を国の核として全権を天皇に与

えました。 

 実際問題として、全権を与えられても天皇は政治運営などできません。古 

代より天皇が専制を行った例はまれにしかありません。 

  まして政治経験のない若い明治天皇に無理に決まっています。そこで天皇

への輔弼と称して実際の政権（薩長）が政治を牛耳ることにしました。 

  表向き（国民に対しては）は天皇が元首でトップで権力者です。日本人を

日本国民として一本にまとめるにはこれが最良と考えたのです。 

  この天皇の全権を利用して自分の思うようにしていく実際の政権は薩長の

藩閥政治、元老政治、そして軍部の政治主導が昭和になって突出します。 

 

  それではフランス革命の内容をたどってみましょう。 

  １７世紀半ばから１８世紀の終わり頃のヨーロッパ主要国の情勢を見ます。 

 ○ハプスブルグ家の神聖ローマ帝国 

   １７席世紀半ばにドイツ地方の領邦君主が神聖ローマ帝国より独立し、

主権国家となります。 

   ハプスブルグ家の神聖ローマ帝国は縮小し、オーストリア帝国となって

行きます。 

 

 ○イギリス王国  

   １６４９年に絶対王制から共和制へ移行そして王制復古を経て１６８９

年の名誉革命で立憲王制（議会王権）となります。 

 

  ○スペイン王国 

   １８世紀初めにハプスブルグ家と縁が切れます。 

 

  ○ロシア帝国 

   王の専制政治 
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  ○トルコ帝国 

   地中海の制海権やインド洋の制海権はイギリス等に奪われたが、尚勢力

を持ち、ハンガリー、ポーランド、オーストリアを脅かす存在。 

 

  このような情勢の中で、イギリスは海運大国として、フランスはヨーロッ

パ大陸の大国としての位置づけとなります。 

  上記主要国はイギリスを除いて絶対王制です。中世よりヨーロッパ諸国は

封建制ですが、１７世紀に入り先ずフランスが絶対王制となり、順次各国

は絶対王制となります。 

  絶対王制も封建制ですが、中世から１６世紀までの封建制は王様と貴族と

の間の主従関係は契約的であり、貴族達（場合によっては有力市民）が作

っている議会に承認を得なければならない事項（徴税関係、貴族特権等） 

があります。 

  そもそも王様は貴族たちに推挙されてお王様になることが多かったためで

す。 

しかし一回なれば王権は王家の子孫に継承されては行きます。 

 

 余談です。 

  中近世の映画を見ますと、家臣（貴族）は一応王には礼をつくしますが、

何となく、日本の大名と重臣とのあいだより、公爵が尊大と感じられます。 

これは王を王たらしめているのは公爵をトップとする貴族である。選んだ 

のは貴族たちであるとの自負があるからです。 

 

  さて１７世紀に入りますとフランスでは王と貴族との間のバランスがくず

れ、王が議会を無視するようになります。議会は開かれなくなります。 

  これは貴族が自分の領地運営がうまく行かなくなり、勢力が減退し、王は

政権運営に官僚を使い、王の直轄軍を増強します。落ちぶれた貴族は王の

官僚になる者もでます。 

  これを絶対王制と言っています。封建制がなくなった訳ではありません。 

  このフランスの絶対王制はヨーロッパ各国に波及します。 

  上記のヨーロッパの主要国は全て絶対王制です。イギリスだけは絶対王制

から１７世紀後半に立憲君主国に変りました。 

 

 話は戻って絶対王制の本元のフランスは、１７世紀半ばに君臨統治した国 

王ルイ１４世をピークに後のルイ１５世と続き、そして１５世の孫のルイ１

６世が１７７４年に２０歳で国王に就任しました。 



28 

 

 

  この頃は、前国王ルイ１５世時代にイギリスとの覇権争いで、財政がひっ

迫していました。そこにルイ１６世になって農業不作で社会不安がつのり

ました。 

  １７８９年春には農民一揆が各地で起こりました。 

  これを打開するためにルイ１４世時代に開催が止められていた三部会（後

の国民議会）が１７８９年５月に開催されました。 

 三部会の構成メンバーは第一身分が聖職者、第二身分が貴族、第三身分が 

ブルジョワジー（納税者で労働者は入らない）となります。この三部会はフ

ランスでは中世には出来上がっており、王権への抑制機関となっていました。

ルイ１４世はこれを開かせませんでした。 

 

  ヨーロッパにおいてはこのような王権への抑制機関としての議会は中世以

来どこの国にもありました。貴族（及び有力市民）が王によって自分の特

権を奪われないために組織しています。 

 

 余談です。 

  この議会が中国や日本にはないことが歴史上大変重要です。議会は政権の

権力を抑制する機関です。 

  日本は天皇も武士の頂点の将軍も先祖が自分の武力でその地位を勝ち取っ

たのです。 

  家臣達の推挙でその地位を得たのではありません。 

  一方ヨーロッパでは、ギリシャ、ローマの時代から中世の王様も近世の王

様の先祖も貴族達の推薦で王の地位に就いたのです。一旦王位に就きます

と位は子孫に伝えることは可能です。しかし貴族たちに代えられることも

あります。 

 王と貴族は主従関係にありますが、貴族たちは議会を組織して王権を抑制 

します。 

  歴史を通してこの議会は、日本では古代大和王朝政権から徳川政権まであ

りませんし、中国では今でもないと言って良いでしょう。（人民会議などは

決定事項の確認行為であり、政権のセレモニーであって、政治的、経済的

な利害関係者による事案の可決機関ではありません） 

  

  日本では明治に入って初めて議会が設けられました。衆議院（男子で一定

額以上の納税者が選挙権、被選挙権を持つ、後にすべての男子に与えられ

ました（普通選挙）、女子には戦後与えられました）及び貴族院（華族、高
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額納税者、学者）です。 

戦後は貴族院は参議院となり、男子、女子の選挙権と被選挙権が与えられ 

ました 

  

話はフランスに戻ります。 

革命は長くそして変遷しますので整理してお話します。 

○革命の第一段階……絶対君主制の崩壊、立憲君主制の樹立 

ルイ１６世の政府は国民議会の開催を強いられ１７８９年５月に開催しま

した。 

国民議会で第三身分（ブルジョワジー）の代表が憲法制定を要求。王は武力

行使で議会を圧迫 

凶作でパンの値上がりにパリの民衆が蜂起して、バスティーユ牢獄を占領。 

そして全国では農民一揆がおこる。 

国民議会が決議 

 ・封建的特権の廃止 

 ・人権宣言（自由平等、主権在民、私有財産の不可分） 

そして立憲君主制の憲法の公布（１７９１） 

 

○革命の第二段階……国王の国外逃亡失敗、王権停止、国王処刑、対仏同盟  

          結成 

  １７９１年９月国王一家が国外逃亡を計って失敗。 

  １７９２年８月国王を拘束して幽閉 

王権停止。普通選挙実施して国民公会を招集。 

スペイン、オーストリア、プロシャは革命に干渉を声明。 

  １７９２年春、オーストリアと宣戦。プロイセンと戦闘 

  

国王が逃亡を計ったのはオーストリアやスペインと共謀して革命政権に対

抗するためであると判断される。 

  １７９３年１月国王を処刑。死刑の採決は国民公会議（議会）で行われ、

有罪判決は多数であったが、死刑、刑の執行猶予の採決ではわずかの差で

死刑執行が決まってしまった。 

  

 国王処刑でイギリスを含めて対仏大同盟が結成される。 

 

○革命の第三段階… 

  都市住民や農民の支持を得たジャコバン派が主導権を取るが、内部紛争で
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勢力を弱め穏健派が勢力を回復した。（１７９５年） 

 しかしこの政府（総裁政府）は、ジャコバン派残党、王党派、ブルジョワジ

ーと紛争が絶えない。 

 

  ここにナポレオンが登場する。 

  対仏同盟軍に対し、軍人ナポレオンは活躍し、有名をはせ、そして１７９

９年軍事クーデターを起こし、総裁体制を倒し、ナポレオンが第一統領に

なった。 

  軍人ナポレオンは意外にも行政手腕を発揮し、財政再建が軌道に乗り、ブ

ルジョワジーからも労働者からもそして農民からも人気を得た。 

  

  この後、フランスはナポレオン時代となり、未だ波乱が続きますが、これ

は近世の項でお話します。 

 

  フランスは、近代市民社会の幕開けを告げる革命でありましたが、市民 

にはブルジョワジー（有産市民）と一般民衆があり、その溝を政治的に社会   

的にどう埋めるのかの問題は残りました。 

 革命派は一本ではなく、いくつかの派閥が出来、その中で政権獲得の紛争を 

繰り返します。 

 最後にまとめ上げたのが一応ナポレオンと言うことになりますが、大陸支配 

を目指して対仏連合に敗れます。フランスは又国内は紛争状態になります。 

  革命により、主権在民は達成され王制は廃止され共和制となりました。 

国王処刑で絶対王制（イギリスを除く）をしく王国を敵に回しました。 

  しかし絶対王制下の国々の諸国民はフランスの革命を歓迎しました。 

 

  この頃日本では、鎖国時代でオランダを通してヨーロッパ情勢を知るわけ  

  ですが、フランス革命の実態や産業革命の詳細は知らなかったでしょう。 

  これを本当に知るのは幕末も終わりになってからです。議会や主権在民の 

  意味を知り、日本がヨーロッパの産業革命で大きく科学技術に遅れをとっ

たことを幕末でいち早く知ったのは勝海舟や福沢諭吉等です。 

 

  インテリ―の攘夷思想の人達は当初理解不足でした。しかし幕末も終わり 

 になってから西洋の科学技術の高さが分かり、攘夷をやめます。あれほど強

固な攘夷思想の長州の桂小五郎、高杉晋作や伊藤俊輔等も西洋事情を知って

開国に転向します。 

  一般の攘夷の志士達は怒って転向派を襲います。しかし幕府、朝廷、藩の 
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 そして討幕派も佐幕派も上から下までのほとんどが開国派になって行く中

で、あれほど幕末に騒がした攘夷派の志士や脱藩浪士は、明治維新を迎えた

時点で霧散してしまいます。 

 

  余談です。 

  これは司馬遼太郎の歴史随筆からです。 

  「明治に入ってまもなく伊藤俊輔(博文)の所にかっての仲間の攘夷志士が訪

ねて来ます。そして伊藤に問います“御前 この間までみんな攘夷、攘夷

と言っていましたのに攘夷はどうなったのですか。いつお上は攘夷から開

国に変るとの御触れを出されましたか” 

  伊藤が曰く“あの時はああ言わざるを得なかったんだよ” 

 要するに皆が攘夷、攘夷と言う中で自分だけ開国と言えない。（言えば殺 

れていた） 

 この長州の志士は伊藤と同じく身分が低い武士でしょう。しかし明治なって 

伊藤が高位の政府役人になりましたので、伊藤のことを“御前”と呼びかけ  

ています。 

 又伊藤は高い地位になっても、身分の低い長州の武士と幕末も、明治に入っ 

てもかっての仲間として付き合ったそうです。それで長州で人気があったそ 

うです。 

 

６、近代 

 ここでは１９世紀初めのナポレオンの登場から１９４５年の第２次世界大

戦の終結までとします。 

 

  イギリスの時代です。イギリスはヨーロッパ全体を統治はしませんでした

が、世界の第一の大国として第一次世界大戦まで世界をリードしていまし

た。 

  そして第１次大戦後はアメリカ合衆国の時代で、世界をリードします。 

  

ざっと主要な政治体制と戦争を挙げて見ます 

フランス革命後のナポレオンの登場、ウイーン体制，ナポレオン後のフラン   

スの体制の変化（王制復古―第二共和制―第二帝政―第三共和制）、各国は

国民国家を形成、主要国は帝国主義国家、アメリカとロシアの台頭、第１次

世界大戦、ベルサイユ体制、第２次世界大戦 

    

  又この時代を政治運営の変革、又経済の急進による新しい主義（思想）の 
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 出現を整理します。 

  ●フランス革命以後の政治――主権在民、普通選挙（男子に参政権、後に

女子に参政権）、国民国家、帝国国家（主義）、

民主主義、ファッシズム（軍国主義、国家主

義）   

●産業革命以後の経済――重化学工業主義、植民地主義、資本主義、自由主 

義、社会主義、共産主義 

  

 これ等の言葉は現在も使われている言葉ですが、国民国家から極端化された

国粋主義やファシズム（軍国主義）が出現しますが、これを標榜する国は現

在ありません。又帝国主義を標榜する国も現在はありません。 

  

 それではヨーロッパの政治体制です。 

（１）ナポレオンの体制 

  フランス革命は国王を処刑し、ヨーロッパの国々はどこも絶対王制（イギ

リスは立憲君主制）でしたので、対仏連合でフランスに対抗し、戦争状態

になります。 

 フランス（革命派＝共和制）は苦戦します。そこに軍人ナポレオンが現れ、

イタリア戦やオーストリア戦で撃破します。 

  国民の間で人気が沸騰します。１７９９年にナポレオンは第一統領に選出

されます。 

  ナポレオンは経済政策も上手で経済が上向きました。人気がある中で１８

０４年世襲皇帝に就任しました。 

 ここでナポレオンはヨーロッパ全域の支配、統治を目論みます。１８０５ 

年、イギリスとの海戦には敗れますが、オーストリア、プロシャ、ロシアを

撃破して、イギリスや北欧以外のヨーロッパを支配します。１８０６年、イ

ギリスに対しては大陸封鎖令を発してダメッジを与えようとします。ロシア

がこれに反抗します。 

 そして１８１３年、ロシアに遠征し失敗、続いてプロイセン、オーストリア、

ロシアに敗北、パリを占領されて、ナポレオンは退位して地中海のエルバ島

に流されました。 

  しかしナポレオンは１８１４年、エルバ島を脱出して、又復帰しますが、

ワーテルローの戦に敗れて、今度はセント・ヘレナ島流刑されます。 

  

（２）ウイーン体制とナポレオン後のフランスの体制 

  ナポレオン追放後各国が集まり（１８１４年）、ヨーロッパの体制は「フラ
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ンス革命（１７８９年）前夜の諸国の主権（君主）を正統な指導者とする」

ことに決めました。 

  即ちフランスでもブルボン朝に王制復古しなければなりません。 

  各国は自由主義的な運動や国民主義的な運動を弾圧します。 

 一方、スペイン本国、ポルトガル本国から中南米諸国が独立を果たし、イギ

リスの承認を得ます。 

  又、オスマントルコの支配下にあったギリシャが独立（１８２９年）し、 

  ウイーン体制がほころんできました。 

 

○フランスの体制 

 ・王制復古 

  ブルボン朝に復活しますが、１８３０年にパリ民衆の蜂起でオルレアン家 

の王政に代わる。（１８３０年） 

 

 ・第二共和制 

  １８４８年パリ民衆が蜂起し革命（二月革命）、王はイギリスへ亡命。 

  再び共和制となる。 

  占拠によってナポレオンの甥のルイ・ナポレオンが大統領になる。 

  普通選挙制度の実施、奴隷の廃止 

 

 ・第二帝政 

  １８５１年、ルイ・ナポレオンがクーデターで王党派、共和派を追放して、

１８５２年国民投票で皇帝になる（ナポレオン３世）。 

 

 ・第三共和制 

  １８７０年、ナポレオン３世はプロイセンと戦い敗戦し、第二帝政は崩壊。 

  １８７０年に第三共和制が発足 

 

 後は今日までフランスは共和制です。 

 １８世紀の終わりに国王を処刑し、共和制となり、１９世紀の初めにナポレ

オンが皇帝に、次に共和制、ウイーン体制で又王政にそして共和制、王政、

最終的には１８７０年に共和制となります。 

 

 余談ですが、幕末に徳川幕府の１５代将軍徳川慶喜が仲良くしていたフラン

スの当時の皇帝はナポレオン３世です。 
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（３）国民国家の形成 

  １８４８年のフランスが再び共和制（第二共和制）に戻ったことへのヨー  

  ロッパ諸国への波紋は大きかったのです。 

オーストリア、プロイセンで民衆の蜂起があり、自由主義的な内閣が成立 

します。 

各国は国民国家の形成に向かいます。 

諸国に対抗するためには国家統合、民族自決の原則、地域共同体の形成が  

必要と言われるようになりました。 

そこからイタリア、ドイツの統一がなされ、植民地の独立なされました。 

王を頂いても国民国家として、議院内閣をもち、主権は国民に移って行き 

ます。 

王朝国家の参政権は王と貴族にあります。領民は王や貴族に支配される立 

場だけにあり、領民には国民意識はありません。兵は王や貴族に雇われて 

戦うのです。国への帰属意識はありません。 

対外戦争に打ち勝つには王家の兵より国民国家の兵が強いとの認識が波及 

しました。 

フランス革命とそれ以後のフランスの動向はヨーロッパの各国に NATION 

STATE（国民国家・民族国家）形成の必要性を自覚させました。 

 

（４）帝国主義国家 

 ヨーロッパで１９世紀の半ばに広がっていった国民国家・民族国家の国民 

 は極端な国民主義、国家主義、民族主義、いわゆるナショナリズムに発展 

します。 

 

１９世紀に入り、商業活動は新たな展開を見せます。それまでヨーロッパ 

の列強はアジアから特産物を輸入するだけの貿易でしたが、アジア、アフ 

リカからの原材料の輸入の確保と製品の輸出先として確保しようとします。 

そして植民地として領土支配を行なおうとして列強各国は植民地争奪戦と

なります。 

もちろん植民地にされる国との戦争もあり、列強間どうしの戦争もありま 

す。これが１９世紀末から始まる列強の帝国主義時代です。 

アジア、アフリカの多くの国の全領土又は一部が植民地（租借地）とされ 

ます。 

 

列強の帝国主義の戦略は第二次戦争をもって終焉となります。連合国の列  
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強はアジア、アフリカの植民地の国々を民族国家として独立を友好的に認 

めました。 

この理由は、 

・実は２０世紀に入り宗主国（統治国）として、統治経費がばかにならず、   

植民地政策は経済的に有効なのかどうかの問題の地域が出て来ました。 

 

・独立運動は見え隠れしており、独立運動をされる前に友好的に統治権を 

 返してしまう。そうすれば友好関係が出来る。資源を友好的に輸入出来、

製品の輸出も友好的に出来る。 

 

  ・統治権を返せば軍事費や人民を養う統治経費はいらなくなり、そしてこ  

   れまでの絆から経済的な権利は保つことが出来る。 

  

因みにこの植民地争奪戦に開国したばかりの日本がアジアで唯一名乗りを  

上げました。 

 

余談です。 

  植民地政策の最後に日本は中国東北部を満州国として独立させ、植民地と 

  しましたが、不毛の地が多く移民が進まず、満州鉄道の敷設費や関係者の

人件費、関東軍の軍事費等の経費が植民地から上がる利益を上回り赤字で

した。 

苦しい当時の日本の財政の足を引っ張る政策でした。当時は植民地政策は 

もう時代遅れで、愚策だと指摘した経済専門家（石橋湛山…戦後総理大臣）

もいました。 

 

（５）アメリカとロシアの台頭 

〇まずアメリカ合衆国です。 

  １７７６年独立宣言した若い国です。 

合衆国は南北戦争終結後（１８６５年）の１９世紀中頃から経済が急成長  

し始めます。きっかけは１８６９年の大陸横断鉄道の完成と言われています。 

インフラが整備された言うことでしょう。 

鉄道車両、機関車製造業、鉄鉱石の鉱山の発見で製鉄業、鉄鋼業、これか 

ら派生して金属加工業（農機具、建築資料、工作機械、兵器産業）、更に石

油産業、電機産業（蓄音機、白熱電灯）、ミシン製造業が隆盛します。 

アメリカは工業生産でイギリスを抜きます。 

南部、中西部では農業の生産性の向上で発展します。南部では原綿生産が 
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盛んです。 

２０世紀に入りますと、大衆消費社会となって行きます。 

自動車の普及で自動車産業の発展、電化製品の（冷蔵庫、洗濯機、掃除機、 

アイロン、ラジオ）普及で電器産業の興隆。 

 

〇次にロシアです。 

 農業国で専制の王国で、１９世紀に入っても農民のほとんどは農奴です。 

産業革命に対しても動きが鈍く、政治体制もフランス革命の影響を受けず 

旧態依然としています。 

しかし領土拡大意欲は凄まじく、不凍港を求めて南下政策を実行し、オス 

マントルコとクリミア戦争（１８５３－５６年）が起こし、アジアでは 

日本と日露戦争（１９０４－５年）が起こりました。 

１９世紀の終わり頃には工業化は進みました。 

しかし、１９世紀の終わり頃より２０世紀の初めにかけて革命運動が起こ 

り、政府批判が起こり初めました。 

そしてレーニンによってロマノフ王朝は倒され、ソビエト社会主義共和国 

連邦が成立しました。初の社会主義義国家です。（１９２２年） 

レーニンが死没後スターリンの独裁となりますが、隣国への膨張政策は変 

わりません。 

 

（６）第１次世界大戦（１９１４～１９１８年） 

○開戦の経緯 

ドイツの領邦の貴族達は中世、近世にはハプスブルグ家の神聖ローマ帝国  

 を構成していました。 

  フランス革命の中で、ドイツは神聖ローマ帝国から離脱します。その後 

プロイセン（プロシャ）領邦を中心にドイツはドイツ帝国を建設します。（１ 

８７１～１９１８年） 

 国としては遅い立ち上げです。 

  ドイツ帝国は立憲君主国ではありましたが、皇帝、政府や軍務の権限が強

く、議会の力は弱体でした。 

 

余談ですが、日本の明治政府はヨーロッパの主流ではないこのドイツの政  

 体を見本にして天皇―政府―議会の政体を作りました。 

  

さて帝国主義に遅れて出たドイツも植民地政策を実行します。いわゆる帝 

国主義です。東部ニューギニアをイギリスと分け、中国より膠州湾の租借権
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を得て海外に進出しました。 

海外進出は植民地帝国の英・仏と対立します。 

一方バルカン半島は、オスマン帝国の減退で、ロシア、オーストリアが進 

出し、地元の小国と相まって紛争が絶えません。（ヨーロッパの火薬庫と言

われていました） 

 

１９１４年オーストリアの皇太子がバルカン半島のボスニアのサラボエを

訪問中に暗殺されました。オーストリアはドイツの支持を得て暗殺者の黒幕

はセルビア王国であるとして、セルビアに宣戦布告しました。セルビアをオ

ーストリアが支配する口実が出来ました。 

 

注１）元神聖ローマ帝国の皇帝家のハプスブルグ(家)は、ドイツ、スイス、 

イタリアが支配圏から離脱後その当時オーストリアとハンガリーとで 

帝国を結成していた。故にハプスブルグ帝国とも言われる。 

  

 注２）当時、ボスニアはオーストリア帝国の支配下に組入れられ、オースト 

リアへの反抗集団（民族運動）がありました。帝国は隣国のセルビア 

王国を支配下に置こうと画策していた。 

  

 オーストリアのセルビアへの宣戦布告をもって第１次世界大戦の勃発となり

ます（１９１４年７月）。そして１９１８年１１月ドイツの降伏で終結となり

ます。 

 同盟国はドイツ、オーストリア、トルコ、ブルガリア 

 連合国はイギリス、ロシア、フランス、日本、アメリカ 

  

 当時列強体制はイギリス、フランス、ロシアの三国協商とドイツ、オースト

リア、イタリアの三国同盟の両極化されていました。 

 ドイツは、オーストリアと小国セルビアとの戦いなど対して関心はなかった

のでが、予てフランスを列強の地位から落とし、ヨーロッパ大陸の覇権を目

論んでいました。 

 この機に一挙にフランス、イギリスをたたきたかったのが本音です。 

 従がって一旦火がつくと両極の同盟間での大戦争になる環境にありました。

尚、イタリアが連合国側についたのは勝ち組は連合国側と踏んだからでしょ

う。 

  

○戦況と終戦とロシア革命 
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 戦闘、戦況は詳しくは記しませんが、大戦の原因を作ったオーストリアは思

った以上に戦力が弱くあてにならず、結局ドイツがほとんど戦うことになり

ました。 

 当初は、ドイツが優勢、中盤は一進一退で、後半はドイツが押され気味でし

た。 

 そこに中立であったアメリカ合衆国が連合国側について参戦したため、ドイ

ツは敗退しました。 

 ドイツ一国でヨーロッパ列強国とアメリカ合衆国を敵に回して勝ち目はあり

ません。 

 両陣営の合計の犠牲者は、戦死者と戦病死計で３６００万人で過去最高でし

た。因みに日露戦争では双方合計で１５万人の戦死者でした。 

 

 ここで注目すべきは大戦中の１９１７年ロシアで革命（３月革命）がおこり、

帝政は崩壊しました。１１月にはレーニンがソビエト政権（共産党政権）を

樹立しました。 

 対戦終結（１９１８年１１月）の前の３月にドイツと単独講和（プレスト・

リトマスク条約）を締結してレーニン政権の構築に目指しました。 

  

○戦争終結後のヨーロッパの体制 

 パリで連合国の講和会議が開かれました。（１９１９年１月）ベルサイユ体制

が打ち出されました。 

・ドイツ 

 戦争末に共和制になりました。ドイツ共和国。 

 ベルサイユ体制により、すべての海外植民地を失い、アルザス・ロレースを 

フランスに返還しました。 

過酷な賠償金の支払い義務が発生し、破局的なインフレが進行しました。 

アメリカから資本導入して再建に踏み出しました。 

 

・東欧諸国 

 ドイツ、オーストリア、ロシアの帝国崩壊で新たにポーランド、チェコスロ 

バキア、フィンランド、エストニア、ラトビア、リトアニア、ユーゴスラビ 

ア等が生まれたが、安定政権がなかなか出来ません。 

 

・戦勝国 

 アメリカ以外は経済的なダメッジが大きく、消耗しました。 

 アメリカの経済発展は大戦中から１９２０年代かけて目覚ましい発展をとげ 
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ます。戦時中の連合国への輸出も大きい。 

経済的に圧倒的に最強国になりました。 

 

国際連盟へ加盟はしないが、ドイツの賠償問題では主導し、日本の拡大を抑 

えるため、ワシントンで軍縮会議を開きました。（１９２１～２２） 

世界の政治でのリーダーとして意思表示です。 

イギリスでは、アイルランドが独立し、政治的にも経済的にも不安定。 

フランスでも、大戦での痛手は大きい上に、ロシアと紛争が起こり、うま 

く行かず、国内からの反発出ました 

ロシアでは、大戦中に共産党の革命政権がおこり、国内を共産主義経済へ 

の移行に取り組みます。同時にヨーロッパの共産主義革命を目論みますが、 

これはうまく行きません。 

 

（７）第２次世界大戦（１９３９～１９４５） 

１９１８年に第１次世界大戦は同盟国側（ドイツ、オーストリア、トルコ、 

ブルガリア）が敗れ終戦です。 

それからたった２１年後の１９３９年に第２次世界大戦の勃発です。 

いずれも敗戦国側のリーダーはドイツです。 

第２次世界大戦は、ドイツ、イタリア、日本の同盟国とフランス、イギリス、 

アメリカ、中国、ソ連の連合国との戦いです。 

１９３９年から１９４５年の間戦われ、連合国側の勝利で終結しました。 

戦争では８０００万人の犠牲者（民間人５５００万人、軍人２５００万人） 

を出しました。（世界人口の約２．５％） 

第１次大戦も第２次大戦も欧州戦争の部分のリーダーはドイツで両戦争と

も敗戦です。 

第２次大戦では日本は中国、東南アジアの支配巡ってアメリカや中国等の連

合国と対戦し敗北します。 

 

○開戦の経緯 

 第２次世界大戦はヨーロッパから始まりました。 

その火付け役はドイツです。 

第１次大戦の後どのような経緯をもってドイツはまたもや大戦を引き起こ 

 したかを語ることにします。 

 

ドイツは敗戦後帝政から共和制に移行しました。植民地は取り上げられま 

した。巨額の賠償金を戦勝国に支払わねばなりません。猛烈なインフレと 
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不況に襲われます。 

 

ドイツはこの賠償金に耐えられずもう一度戦争を起こして勝者になる道し 

かないとして第２次大戦を起こしたというのがこれまでの定説でした。 

 

しかしどうもそうではないようです。 

それはドイツでのナチ党のヒトラー政権の誕生にあるのです。 

それではナチ党ヒトラー政権誕生の経緯を見て見ます。 

 

共和国制となったドイツ政界は左派は社会民主党と共産党、右派はドイツ  

民主党等の保守とナチス党に分かれていました。 

政権は短期に代わるのですが、１９２０年代までは政権は共和国制維持派 

が握り安定していました。 

 

そこにアメリカから始まった大恐慌（１９２９年～）がヨーロッパにも押 

 し寄せました。 

ドイツも大打撃を受け、政界は混乱します。そこにナチ党が現状不満の人々 

の支持を得て躍進します。 

ナチ党は主張の内容については大まかなことしか訴えません。共和制 

反対、ドイツ民族共同体制の確立、反ユダヤ主義、軍備拡張、管理貿易等 

です。 

 

１９３３年にヒトラー内閣が成立します。 

ヒトラーは、政府が憲法に反する法律を出せる立法権を取得します。これ 

は政府への全権委任法です。ここで共和国は消滅します。 

１９３４年に大統領権限と首相権限を併せ持つ総統に就任しました。 

ここからヒトラーはヨーロッパ支配へ具体行動を起こします。 

この頃のヨーロッパの情勢を見てみるとヒトラーの侵攻を許すものが見え 

ます。 

 

東ヨーロッパはハプスブルク帝国の解体で多くの国が誕生しましたが、議 

会制民主主義がうまく機能せず混乱状態にありました。 

ポーランドはソビエトと紛争状態にあります。 

大恐慌にあってイギリス、フランス、アメリカはブロック経済圏を作り、 

世界貿易は縮小し、かえって自国経済はなかなか上向きません。 
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ドイツは第１次大戦後立ち直るためにアメリカからの資本に頼りましたが、 

アメリカの大恐慌で資本流入が縮小し、打撃は大きかったのです。 

このような状況の中で、１９３１年ドイツの賠償金の支払い猶予が認めら 

れました。 

ドイツは第１次大戦後工業力回復が著しいこともあり、賠償金の猶予が認 

 められたことが大きく、そしてヒトラーの経済政策（管理貿易）が功を奏  

して恐慌から脱出が速く、ヒトラー政権の下、１９３７年には完全雇用状態

になりました。 

 

○開戦、戦況と終戦 

ヒトラーはヨーロッパ支配のため侵攻を始めます。自国の恐慌や賠償金支払い

が苦しくてやむを得ず戦いを始めたのではありません。 

今度こそヨーロッパを支配する。アーリア人（インドヨーロッパ語族）のゲル

マン民族の、そしてその中でもドイツ人の他に比肩しがたい卓越した優秀性、

そこから世界を支配するのはドイツ人でなければならない。 

 

余談です 

そんなことを言われては、白人の中のアーリア人でもなく、更に白人でもない

黄色人種の日本人は、もし第２次大戦にドイツと共に勝ったとしても白人の

ユダヤ人が殺される政策の中でその後はどうなってしまうのでしょうか。 

 当時の日本の首脳もアジアでもっとも優秀な民族は日本人でアジアを支配

するのは日本人でなければならないと考えていましたので、ドイツと同じで

しょうか。 

 

ヒトラーの侵攻を時系列で追っていきながら戦況と終結を見て見ます。 

１９３８年  ・オーストリア併合 

       （ドイツの領土拡大ですからイギリス、フランスは反対です。） 

 

１９３９年  ・チェコ占領 

       ・ソ連と不可侵条約締結 

        （ヒトラーは共産主義は嫌いですが、ポーランド侵略や東欧 

をにらんでの同盟です） 

       ・ポーランドに侵入 

       ・イギリス・フランスはドイツに宣戦布告 

第２次世界大戦の勃発 

       ・ソ連、ポーランドに侵入、東地域はソ連、西地域はドイツ 



42 

 

        で分け合う。 

 

 １９４０年 ・デンマーク、ノルウエー、オランダ、ベルギーを攻略 

       ・フランス降服（６月） 

       ・日・独・伊三国同盟締結（９月） 

         （これはアメリカが３国のどこの一国とも宣戦布告すれば 

自動的に３国はアメリカと宣戦布告するとの内容です。） 

 

       ・ハンガリー、ブリガリア、ルーマニア、ユーゴスラビア、 

        ギリシャ占領 

 

１９４１年 ・日ソ中立条約締結(４月) 

       （ソ連はドイツとこの時東欧で競合状態で、ドイツとの衝 

 突を考慮して、中国東北部に軍隊を増強出来ない。又日  

本は１９３９年のノモハン事件でソ連に敗退し、ソ連と事

を構えたくない。力は南方に注力したいことから不戦条約

を結んだものです。） 

・対ソ宣戦布告入（６月） 

          （ドイツとソ連は東欧に支配について競合していたが、 

  ついにソ連との決裂を決意したもの。） 

 

         ・日本、ハワイ真珠湾攻撃（１２月）、米英に宣戦布告 

         ・ドイツ、イタリアもアメリカに宣戦布告 

         （アメリカはこれまで連合国側のイギリス、フランスそし 

          て中国には弾薬や軍需物資を援助していました。更に日

本には石油、屑鉄等の輸出禁止を行っていましたが、こ

れでアメリカは第２次世界大戦に連合国側として正式に

参戦することになります。） 

 

   １９４２年 ・アメリカの参戦で連合国の反撃が開始されます。 

         ・日本も初戦のハワイ急襲は成功でしたが、ミッドウエイ  

 海戦で大敗し、以後守勢となります。 

 

   １９４３年 ・ソ連軍に敗退。 

・イタリアが１９４３年９月に降服。 
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   １９４４年 ・ノルマンディ作戦で敗退。 

   １９４５年 ・ヒトラー自殺、ベルリン陥落（５月）、 

         ・日本、ポッツダム宣言受諾―無条件降伏（８月） 

         ・第２次世界大戦終結 

 

 ヒトラーは何故政権を取れたのでしょうか。それは不況対策に成功したので

す。第１次大戦後猛烈なインフレでマルクの値打ちは極端に下がります。こ

れでは貿易が成り立ちません。ドイツはもともと工業力はあり生産力はあり

ます。そこでヒトラーは貿易を物々交換で行いマルクの低下を乗り越えまし

た。国内経済は上昇してきました。世界不況の中でドイツ経済は復興してき

たのです。ヒトラーの人気は上がりました。しかし経済を更に上昇し続ける

には更なる対策、それは軍備を拡張し、欧州支配を目論みました。ドイツ国

民にも危惧を抱く人もありました。しかし現状の安定した経済を与えてくれ

るヒトラーのナチ党を支援しました。もう不況に戻りたくなかったのです。 

 

 賠償金の支払い猶予は１９２９年に認められています。実際には猶予ではな

くドイツは以後支払いをしていません。 

 ドイツ経済が苦しくてヒトラーとドイツは戦争に走ったのではないのです。 

 全権を握ったヒトラーはドイツ人こそが全ヨーロッパを支配する民族だとの 

信念で侵略戦争を始めました。 

 当時は、植民地政策も帝国主義も全面否定されていない時代です。全面否定

されたのは第２次世界大戦後です。 

 連合国側の本戦争への主張は。当社は民主主義（連合国）とファシズムとの

戦いと言っていました。その後ソ連の参戦で、民主主義・社会主義とファッ

シズム（ドイツ・イタリア・日本）と言っています。 

 帝国主義への戦いと言っていません。ソ連がバルト三国や東欧への侵略は帝

国主義によるものです。連合国が大戦中も植民地を捨てないのは帝国主義を

捨てていないからです。 

 

 ここで太平洋戦争や日本の帝国主義については触れません。ヨーロッパの歴

史に止めます。 

 連合国は軍事作戦・行動は一体になって行いましたが、ドイツ、イタリア、

日本の同盟国はみんな別々に戦いました。一致した作戦での軍事行動はあり

ませんでした。 

 

最後にヒトラーのナチスのユダヤ人虐殺問題です。 
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ナチスは創立以来ユダヤ人排撃を主張しています。我々日本人には理解しにく 

いのですが、ヨーロッパでは古代よりユダヤ人がどこでも嫌われます。 

ユダヤ人（イスラエル人・ヘブライ人・セム人とも言われる）は古代はエジプ

トの支配の下にパレスチナ（現イスラエル）に国を構えていました。しかし紀

元１～２世紀にエジプトに反乱し、鎮圧され、国を無くします。 

以後ユダヤ人は第二次大戦以前まで流浪の民としてヨーロッパ各地に小団体

で定住し、もしくは移動します。 

 彼らは先祖代々のユダヤ教を捨てません。 

 これがキリスト教信者であるヨーロッパ人に嫌われたとされます。（キリスト 

を殺したのはユダヤ人と言うことで） 

 一方金融業者としてユダヤ人は無くてはならない存在ではありました。 

 

 しかしヒトラーのナチスはユダヤ人を根絶やしにすることに決めたのか理解 

に苦しむ所があります。 

ユダヤ人はドイツ人が属するアーリア人（インドヨーロッパ語族）のゲルマ 

ン民族ではありませんが、白人です。 

アーリア人ではあるが、ゲルマン民族ではない民族としてはギリシャ、ロー 

マ人、スラブ人（ロシア等）、アーリア人でない白人としてはユダヤ人以外 

にエジプト人やアラブ人等中東の人々がいます。 

ヒトラーのナチスはユダヤ人の排撃、皆殺しの理由を何に根拠に置いたので 

しょう。 

 ユダヤ人は白人ですから、白人でないことを理由にできません。アーリア人 

ではないとの理由ではエジプトや中東の人々も排撃しなければなりません。 

ゲルマン人ではないとの理由ならアラブ人（ロシア人等）もイタリア人も排撃 

の対象となります。 

 

最後にドイツ人種の血の純潔を守るためと言ってもドイツ部族もドイツ地方、

オーストリア地方、スイス地方に散らばり、部族の多さは何十と言われていま

す。（ザクセン、バイエル等） 

 元々ドイツ国は１９世紀の半ばに出来た新しい国です。ドイツをひとくくり 

にすることが難しいでしょう。 

 ヒトラーもユダヤ人排撃の理由を科学的に語ることが出来なくなって来まし 

た。結局、ユダヤ教を信じる者をユダヤ人としました。何人であろうともです。 

ドイツ人であってもです。 

 

 そして虐殺していきました。 
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 ヒトラーが世界を支配するものはドイツ人、ゲルマン民族、アーリア人 

  でなければならないと考えていましたら、大戦にドイツと日本がもし勝利

していたらその後日本人はナチスドイツからどのような対応を受けること

になったのでしょうか。 

 

７、まとめ 

 西洋史は日本人には理解しにくい所が多々あります。しかし同じ人間の歴史 

です。 

 いい意味でも悪い意味でも一つ違えば同じ道を歩みます。 

 現在の世界の歩みは、ヨーロッパの歴史、経験によるところが大きいですね。 

ヨーロッパは過去の諸国間紛争の苦い経験を生かしながら、ＥＵを創立しま 

した。ＥＵの最終目標な何でしょう。アメリカ合衆国のような政治形態を考え

ているのでしょうか。ＥＵには共通通貨はあって大統領もいますが、中央集権

の政府はありません。中央政府がないとヨーロッパは一つの国とは言えません。 

中央の権限が弱いのです。ＥＵの国々の経済水準は当然違いますが、ＥＵ内

に暮らす人々の生活の最低保証（保険、年金）を中央で面倒を見ることは出来

ません。 

 

ヨーロッパは古代から今日まで単一政権下の運営をこころみて来ました。 

と言えばきれいな言葉になります。古代ローマ帝国はローマ人によるヨーロ

ッパの支配です。中世早々一時期西ヨーロッパ、南ヨーロッパはフランク王国

が支配し、東ヨーロッパは東ローマ帝国が支配した事はありました。この時期

政治的に安定します。 

しかしその後ヨーロッパが一つもしくは二つの国にまとまったことはありま 

せん。 

王朝ごとに国が出来ます。民族ごとではありません。王朝（大型の貴族）が 

仲間の貴族と一緒になって国を建国して領国（領土）とします。王国（王朝国

家）に発展します。領民には今日に言う民族意識はありませんし、複数の部族

が領民として王国（王の領土）に住んでいます。部族には仲間意識はあったで

しょうが王国への帰属意識はありません。領主である王又は貴族と領民との関

係、即ち支配する側と支配される側の関係にあるだけです。 

 

中世より近代にかけて存在した国はフランス王国、東ローマ帝国（１５世紀 

半ばに滅ぶ）、神聖ローマ帝国、イングランド王国、オスマントルコ、ポルトガ

ル、イスパニア（スペイン）、デンマーク等です。 

強国は中世はフランス王国と東ローマ帝国、次にフランス王国と神聖ローマ 
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帝国（ドイツ、オーストリア、スイス、イタリア地域）に移り、近代になりま

すと更に海運国としてスペイン、ポルトガル、イギリスが台頭してきますが、

イギリスが第一の海運国となり、強国はフランス、神聖ローマ帝国とイギリス

の時代となります。 

フランス革命を経て神聖ローマ帝国は分裂し、ドイツ（プロイセン）が誕生 

ます。そして近代は西ヨーロパではフランス、イギリス、中央ヨーロッパでは

神聖ローマ帝国に代わりドイツ、北欧ではロシアが強国となります。 

アメリカ合衆国は１９世紀後半から台頭します。そして第１次、第２次大戦

とヨーロッパでのドイツの支配を許しません。第１次大戦以降アメリカがヨー

ロッパの、そして世界の政治、経済の強国、リーダーとなります。 

 

こう見てきますと中世以来第２次大戦までヨーロッパ大陸での天下取りは 

フランスとドイツ（神聖ローマ帝国）との間での争いで、そこに１９世紀から

イギリスがどちらかに味方するかで勝敗が決まります。（例えばナポレオンの侵

攻の時はドイツに味方してフランスは敗退） 

 

しかし第１次、第２次大戦の時はイギリスはフランスに味方しますが、決着は 

つかずアメリカの参戦で決着をみます。 

結果的にはフランスもドイツも天下を取れません。ヨーロッパを統一できま 

せん。イギリスは第１次大戦まで世界のリーダーでしたが、ヨーロッパ制覇ま

で目論んでいたか分かりません。 

 

現在、ヨーロッパはＥＵを組みますが、中心はフランスと、ドイツです。 

イギリスはＥＵに加盟と言えどもヨーロッパ大陸には一歩引いている感じです

ね、離脱する気配もあります。 

今後ともフランスとドイツとが仲良く手を握っている限り、ヨーロッパは安 

泰に見えますが、対ロシアとはアメリカいなければ本当の安泰とは言えません

ね。 

過去にフランス（ナポレオン）もドイツ（第１次大戦と第２次大戦）もソ連 

（ロシア）との対戦で敗れヨーロパ支配を失敗します。そしてドイツはアメ

リカを敵にしたことが敗戦の決定的要因でした。 

 

 ２０１５年１２月２３日 

 

梅 一声 
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現在のヨーロッパの略図 
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